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古墳から地元を見直す？？

伊
勢
崎
市
宮
子
町
に
新
ス

イ
ー
ツ
ス
ポ
ッ
ト
「D

e
a
rly

 
C

re
p
e

」
さ
ん
が
出
現
！

美
味
し
く
可
愛
い
❤

サ
ラ
ダ

系
な
ら
オ
シ
ャ
レ
な
食
事
に

も
な
る
ク
レ
ー
プ
は
、
ス

イ
ー
ツ
の
中
で
も
別
格
の
人

気
者
で
す
。

こ
ち
ら
の
ク
レ
ー
プ
の
コ

ン
セ
プ
ト
はH

A
W

A
I

（
ハ

ワ
イ
）
。
南
国
の
ト
ロ
ピ
カ

ル
な
メ
ニ
ュ
ー
が
他
店
に
は

な
い
魅
力
で
す
。

「
ア
サ
イ
ー
ベ
リ
ー
＆
バ
ナ

ナ
グ
ラ
ノ
ー
ラ

５
５
０

円
」
は
、
美
容
と
健
康
の
奇

跡
の
フ
ル
ー
ツ
〝
ア
サ

イ
ー
”
が
入
っ
た
ち
ょ
っ
ぴ

り
酸
味
の
効
い
た
ヘ
ル
シ
ー

ク
レ
ー
プ
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
も

キ
ュ
ー
ト
で
女
子
に
人
気
で

す
。

「
ブ
リ
ュ
レ
ク
レ
ー
プ

４
８

０
円
」
も
人
気
ア
イ
テ
ム
。

た
っ
ぷ
り
の
カ
ス
タ
ー
ド
ホ

イ
ッ
プ
を
巻
き
上
げ
て
、
表

面
を
キ
ャ
ラ
メ
リ
ゼ
。
パ
キ

パ
キ
砕
け
る
ほ
ろ
苦
い
カ
ラ

メ
ル
と
、
ト
ロ
ッ
ト
ロ
の
ク

レ
ー
ム
ブ
リ
ュ
レ
が
絶
妙
に

美
味
し
い
ー
！

サ
ラ
ダ
系
の
ク
レ
ー
プ
は
、

ど
れ
も
と
っ
て
も
ボ
リ
ュ
ー

ミ
ー
。
野
菜
や
ツ
ナ
・
チ
ー

ズ
な
ど
具
材
も
た
っ
ぷ
り
。

コ
ブ
サ
ラ
ダ
や
サ
ル
サ
ソ
ー

ス
が
効
い
て
ま
す
。

ク
レ
ー
プ
生
地
は
す
べ
て

無
添
加
で
、
も
ち
っ
と
し
た

食
感
で
す
。
具
材
と
の
相
性

を
考
え
て
ク
レ
ー
プ
自
体
は

甘
さ
抑
え
目
。
甘
さ
で
も
た

れ
る
感
じ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
こ
と

夏前に風通しよい環境
づくり しませんか？
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い

う
制
度
を
し
っ
て
い
ま
す

か
？こ

の
制
度
は
地
域
の
人
達

が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
養
成

講
座
」
を
受
講
す
る
こ
と
で
、

認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を

見
守
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
一
人
で
も
増
や
し
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
皆
で

作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

普
段
か
ら
お
付
き
合
い
の

あ
る
、
高
齢
者
相
談
セ
ン

タ
ー
豊
受
様
よ
り
ご
紹
介
が

あ
り
、
会
社
と
し
て
講
座
を

受
講
致
し
ま
し
た
。

夜
、
配
達
を
し
て
い
て
、

こ
の
時
間
に
こ
の
人
は
な
ぜ

自
転
車
を
押
し
て
歩
い
て
い

る
の
か
な
？
そ
う
思
う
こ
と

が
過
去
に
あ
っ
た
私
は
、

「
あ
あ
、
あ
の
時
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
認
知
症
だ
っ
た

ん
だ
な
」
と
、
声
を
か
け
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し

た
の
で
し
た
。

個
人
的
に
は
皆
が
受
け
る

べ
き
講
座
だ
と
思
い
ま
す
。

興
味
あ
る
方
は
是
非
。

（
詳
細
は
市
の
Ｈ
Ｐ
で
）
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ドリンクメニューも豊富
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伊勢崎市教育委員会発行資料
（赤堀歴史民族資料館にて入手）

じめっとした梅雨は嫌ですが、でも真夏
に比べれば気温も低い。真夏に動いて、お
片付けするよりは、気温がまだ低いうちに
風通しの良いお部屋づくり、しませんか？

かたづけダンベぇは、快適な環境なお部
屋づくりのお手伝いを致します。
こころのどこかに「もやもやしてる」お

部屋の片付け。
もしありましたら、お気軽にご相談下さ

い。おもいたったらお電話を。
0120-895-371

前から気になっていたのですが、
伊勢崎市といいますか、群馬県に
は古墳が多くないでしょうか？最
近年をとったからか、古墳（墓）
にとても興味が出てきて（笑）、
とうとう先日「群馬の古墳総覧」
というDVD付の本を購入してしま
いました。この本には、県内古墳
調査の歴史を紹介しているほか、
県内全古墳の分布図と基礎的な
データが掲載されています。
県内の古墳は1万以上と推定

（S10年調査で8423基の存在が確
認）、大きさで太田の天神山古墳
が東日本では1位（近畿地方を除

くと全国でも3位）とのこと。
総覧の中に伊勢崎地域の古墳分

布図が出ています。それをみると、
弊社近くでは旧境西中付近及び西
側、新354沿い伊勢崎高校付近南
北に点在している感じです。
よく考えてみると、幼い頃、昭

和40年代後半～、古墳の発掘現場
があちらこちらにあって、落ちて
る土器の破片等を拾ったりするの
が流行ってました。多分それはい
けないことだったと思いますが、
先生が授業中に今発掘中の古墳の
話をしてくれて、それに興味を
持ったクラスメートと行ったんだ

と思います。その話を先日ある方
としたら、同じ体験してました。
と、話しているうちに思い出し

たのは、県立歴史博物館で見学し
ていた際、石棺を見てると隣の高
齢の2人が「昔はさー、工事の際
にこういうのが出てきて、それを
家で◯◯として使ったりしたよ
ね」と話すのを聞き、唖然とした
こと。
まあそれくらいこのあたりでは

身近だったということでしょう古
墳は（笑）地元を見直すきっかけ
づくりに、古墳から入るのも面白
いかもしれませんよね。


